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委員１５名

学　校
塩津小校長 塩津小教頭

学校運営協議会議事録

日　時

場　所 塩津小学校　多目的室

塩津小主幹 塩津小教務主任

市教委 学校教育課課長補佐 学校教育課主幹

塩津中校長 塩津中教頭 塩津中教務主任

議題

塩津地区で育てたい子ども像について

熟議　テーマ「塩津地区で育てたい子ども像について」
　①グループ討議（ABCD)　②発表　③全体協議

情報交換、その他

協議要旨

意
見
の
概
要

【グループ討議】子どもたちのよいところ
Ａ・素直で家族思い。元気がある。ルールを守る。
　・地域に対する理解が深い。
Ｂ・学年や性別をこえて仲良し。地域の人と結びつきが強い。
　・真面目に授業を受ける。多様性を尊重している。
Ｃ・素直で礼儀正しく、優しい子が多い。目標に向かって努力
　　できる。団結力が強い。失敗を面白がることができる。
Ｄ・人なつこい。素直、元気、真面目。外国籍の子に優しい。

協
議
の
結
果
・
備
考

素直で真面目、優
しい点が共通して
いた。地域とのつ
ながりも深く、多
様性に対する寛容
さも塩津の子の良
さである。

意
見
の
概
要

協議資料

【グループ討議】子どもたちの伸ばしたいところ
Ａ・型破り感が薄い。積極性を伸ばしたい。自信がなく、周囲
　　の目を気にしすぎたり、打たれ弱かったりする。
Ｂ・あいさつ、敬語が使えない。自転車に乗るとき、ヘルメッ
　　トをかぶっていない子をよく見る。安全意識を高めたい。
Ｃ・大人から声をかけないと動き出せないことがある。自主性
　　や喜怒哀楽のような感情表現が出せるようになると良い。
Ｄ・優しすぎて自分の言いたいことを我慢することがある。中
　　学卒業後、塩津の外でも自分を出せる子であってほしい。

協
議
の
結
果
・
備
考

「自分から」とい
う積極性にやや欠
けるところがあ
る。たくましい心
や自尊感情を育て
たい。

意
見
の
概
要

【全体を通して】
・誰でも受け入れる優しさ、素直さ、素朴さ、真面目さはど
のグループにも共通しているキーワード。
・自信のなさ、失敗を恐れる傾向などは、こども園で取り組
んでいる「失敗を面白がる取り組み」を小学校・中学校にも
取り入れて継続的に力を伸ばしていきたい。

協
議
の
結
果
・
備
考

中学校を卒業し
た子どもたちが
どのような姿に
なっているとよ
いかを考えて育
てていきたい。
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